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第92回 定期演奏会

■主  催 ： 長崎交響楽団 ・ 長崎アカデミー男声合唱団
■後　　援 ： 長崎県  長崎市  長崎県教育委員会  長崎市教育委員会  長崎新聞社  西日本新聞社  朝日新聞社  毎日新聞社  読売新聞西部本社  
　　　　　　NHK長崎放送局  NBC長崎放送　KTNテレビ長崎  NCC長崎文化放送  NIB長崎国際テレビ  エフエム長崎　長崎ケーブルメディア  長崎県音楽連盟 （順不同）

12月9日
平成30年

長崎ブリックホール 大ホール

日
開場 14：00　開演 14：30

指定席 ： 2,500円  一般自由席 ： 2,000円  学生自由席（大学生以下）： 1,000円

ヴェルディ
 「運命の力」序曲

田中俊廣作詩／加藤 豊作曲
男声合唱とオーケストラのための

「海の記憶」
～海へつながる長崎の祈り～

合唱 長崎アカデミー男声合唱団

チャイコフスキー
 交響曲第４番

指揮  加藤　豊

入場料

■田川　憲　居留地の廃屋　1956年 木版・紙『風化の街』シリーズ／長崎県美術館

「
田
川
　
憲
」

長
崎
県
美
術
館

長
崎
の
美
術
６

●
「
写
真
集「
長
崎
」第
10
集
」

長
崎
市
写
真
団
体
合
同
展
実
行
委
員
会

●
俳
句
で
綴
る
長
崎
の
名
所

「
長
崎
の
吟
行
地
」

山
田 

久

●
明
治
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
ま
で

「
新
聞
が
伝
え
た
諏
訪
神
事 

長
崎
く
ん
ち
」

土
肥
原
弘
久

●
世
界
遺
産

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

「
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
探
訪 

長
崎
の
教
会
群
」

長
崎
の
教
会
群
情
報
セ
ン
タ
ー

●
長
崎
市
公
会
堂
の
顛
末
と
そ
の
後

「
宝
箱
の
破
壊
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

長
崎
都
市
遺
産
研
究
会
・
編

●
悔
い
の
な
い
人
生
を
生
き
る

「
バ
イ
ク
で
38
度
線
へ
」
野
中 

豊

●
生
き
た
、愛
し
た
、そ
し
て
撮
っ
た

「
松
尾
弘 

遺
作
写
真
＆
　
　
　
　 

」

●

m
em

orial

九
大
名
誉
教
授

　太
田
一
也

今
こ
そ
明
か
さ
れ
る
噴
火
災
害
の
真
相

「
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
回
想
録
」

●

2018
年

秋
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■ 判型：A4判　頁数：198頁
定価：2,300円（税別）
長崎県美術館発行

長
崎
バ
ン
ド
　1
9
5
7
年

　

木
版
・
紙

　『
な
が
さ
き
・お
る
ご
お
る
』シ
リ
ー
ズ

　長
崎
県
美
術
館

長
崎
原
爆
遺
構（
浦
上
天
主
堂
）
　1
9
4
9
年
／
5
1
年

　

木
版
・
紙

　『
長
崎
風
物
詩
』『
旅
愁
』シ
リ
ー
ズ

　長
崎
県
美
術
館

長
崎
港
遠
望
　1
9
6
2
年

　木
版
・
紙

　長
崎
県
美
術
館

白
い
木
の
魚
　1
9
5
6
年

　木
版
・
紙

『
風
化
の
街
』シ
リ
ー
ズ

　長
崎
県
美
術
館

南山手十番
1959年
木版・紙
『ながさき・おるごおる』シリーズ
長崎県美術館

うらぶれた居留地
1965年
木版・紙
長崎県美術館

異人館の煙突　1966年　
木版・紙　長崎県美術館

ユダヤ教会　1959年　
木版・紙　『ながさき・おるごおる』シリーズ　長崎県美術館

オークションの店　1958年　
木版・紙　『ながさき・おるごおる』シリーズ　長崎県美術館

長崎県美術館
開館時間：10時～20時（展示室への入場は19時30分）
休 館 日：第2・4月曜日（祝日の場合翌日）、年末年始
観覧料金：
　〔コレクション展〕一般400円、大学生・70歳以上300円、
　小中高生200円（県内の小中学生は無料） ※企画展は別途
長崎市出島町2-1　TEL095-833-2110
www.nagasaki-museum.jp

　
田
川
憲（
1
9
0
6

‒

6
7
）は
、戦
前
・

戦
後
を
通
じ
て
長
崎
で
活
躍
し
た
木
版
画

家
で
す
。
長
崎
市
に
生
ま
れ
長
崎
商
業
学

校
に
学
び
ま
す
が
絵
画
や
詩
へ
の
興
味
や

み
が
た
く
、
10
代
後
半
に
は
仲
間
た
ち
と

同
人
活
動
を
始
め
ま
す
。
大
正
末
期
に
は

長
崎
を
訪
れ
た
詩
人
・
金
子
光
晴
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
詩
へ
の
造
詣
を
深
め
、
昭

和
初
期
に
画
家
を
志
し
て
上
京
す
る
と
今

度
は
そ
こ
で
木
版
画
家
・
恩
地
孝
四
郎
の

知
己
を
得
て
「
自
画
・
自
刻
・
自
摺
」
を

信
条
と
す
る
創
作
版
画
に
開
眼
し
ま
す
。

　
帰
郷
後
は
南
山
手
十
番
の
洋
館
に
居
を

構
え
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
長
崎
風
景
を
題

材
と
し
て
精
力
的
な
制
作
活
動
を
展
開
し

ま
す
。
さ
ら
に
詩
と
版
画
の
同
人
を
主
宰

し
、
自
身
の
創
作
は
も
と
よ
り
創
作
版
画

誌
の
刊
行
や
版
画
講
習
会
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
長
崎
に
お
け
る
創
作
版
画
の
草
分

け
と
な
り
ま
し
た
。
戦
中
は
従
軍
画
家
と

し
て
中
国
に
渡
り
、
上
海
で
創
作
版
画
の

会
を
創
設
し
て
個
人
誌
を
発
刊
す
る
と

い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
を
描
い
た

　
　
　木
版
画
家

　
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
と
と
も

に
上
海
を
離
れ
る
と
、
五
島
と
山
鹿
（
熊

本
）
に
滞
在
し
た
の
ち
、
1
9
4
9
年
に

帰
郷
し
ま
す
。
以
後
は
長
崎
市
を
拠
点
に
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
洋
館
や
唐
寺
の
あ
る
異

国
情
緒
を
湛
え
た
長
崎
の
風
景
を
描
き
続

け
ま
し
た
。

　
な
お
田
川
は
戦
後
、
洋
館
お
よ
び
居
留

地
の
景
観
保
存
を
提
唱
し
ま
す
が
、
そ
の

願
い
を
よ
そ
に
多
く
の
洋
館
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
あ
る
時
点
か
ら
彼
は
失
わ

れ
ゆ
く
居
留
地
の
姿
を
「
版
画
と
し
て
残

す
」
こ
と
を
使
命
と
し
て
自
ら
に
課
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
特
に
晩
年
の

風
景
作
品
に
は
、
古
き
良
き
時
代
の
長
崎

へ
の
哀
惜
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
が
見

い
だ
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　（「
ご
あ
い
さ
つ
」
よ
り
抜
粋
）

　

田
川

　憲

K
en

　Tagaw
a

長
崎
の
美
術
6

※現在、これらの作品は展示されておりません。
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第
1
回
の
合
同
展
が
写
真
発
祥

の
地
長
崎
で
写
真
愛
好
家
の
結
集

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
の
は

1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）で
し
た
。

そ
れ
か
ら
45
年
、
そ
の
間
1
回
も

中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
参
加
す
る
ク
ラ
ブ
が
撮
影
に
取

り
組
む
会
員
の
姿
勢
や
視
点
・
価

値
観
等
、
様
々
な
違
い
や
困
難
に

直
面
し
な
が
ら
も
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
て
、
45
年
も

の
間
合
同
で
の
写

真
展
を
継
続
出
来

た
の
は
驚
異
的
だ

と
思
い
ま
す
。

　
長
崎
市
写
真
団

体
合
同
展
の
参
加

団
体
は
昭
和
か
ら

平
成
を
歩
み
続
け

て
新
た
な
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
崎

の
写
真
愛
好
家
の
誇
り
を
か
け
た
、

一
貫
し
た
熱
い
心
と
ま
な
ざ
し
は

い
さ
さ
か
も
変
化
す
る
こ
と
な
く

継
続
し
、
結
集
し
、
現
在
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
5
年
毎
に
各
ク
ラ
ブ
の
テ
ー
マ

を
「
長
崎
」
に
統
一
し
て
写
真
展

を
開
催
し
、
記
念
写
真
集
を
発
刊

し
、
今
回
で
第
10
集
目
と
な
り
ま

す
。14
ク
ラ
ブ
1
2
6
名
の
歴
史
・

自
然
・
文
化
・
暮
ら
し
・
人
々
の

表
情
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
長
崎
に
こ

だ
わ
っ
た
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
合
同
写
真
展
45
回
、写
真
集「
長

崎
」
第
10
集
。
思
え
ば
遥
け
く
も

遠
く
へ
き
た
も
ん
だ
。
と
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に

も
き
わ
め
て
珍
し
い
、
か
く
も
長

き
に
わ
た
っ
て
、
今
日
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
も
、
日
本
写
真
発

祥
の
地
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

の
、
自
負
と
責
任
と
誇
り
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
意
地
も
少
し
は

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
写
真

集
の
編
集
に
し
て
も
、
ま
っ
た
く

の
手
探
り
状
態
で
何
日
も
徹
夜
し

た
の
も
今
は
昔
。
想
い
出
の
彼
方

で
す
。
全
10
集
を
重
ね
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
長
崎
の
45
年
間
が
し
っ

か
り
と
写
し
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
長
崎
の
写
真
文
化
遺
産
」
言
い
過

ぎ
で
し
ょ
う
か
。
45
年
間
、
最
初

か
ら
今
日
ま
で
陰
に
陽
に
関
わ
っ

て
来
ら
れ
た
幸
せ
を
、
今
は
し
み

じ
み
と
噛
み
し
め
て
お
り
ま
す
。
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第
1
回
の
合
同
展
が
写
真
発
祥

の
地
長
崎
で
写
真
愛
好
家
の
結
集

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
の
は

1
9
7
4
年（
昭
和
49
年
）で
し
た
。

そ
れ
か
ら
45
年
、
そ
の
間
1
回
も

中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
参
加
す
る
ク
ラ
ブ
が
撮
影
に
取

り
組
む
会
員
の
姿
勢
や
視
点
・
価

値
観
等
、
様
々
な
違
い
や
困
難
に

直
面
し
な
が
ら
も
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
て
、
45
年
も

の
間
合
同
で
の
写

真
展
を
継
続
出
来

た
の
は
驚
異
的
だ

と
思
い
ま
す
。

　
長
崎
市
写
真
団

体
合
同
展
の
参
加

団
体
は
昭
和
か
ら

平
成
を
歩
み
続
け

て
新
た
な
時
代
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
長
崎

の
写
真
愛
好
家
の
誇
り
を
か
け
た
、

一
貫
し
た
熱
い
心
と
ま
な
ざ
し
は

い
さ
さ
か
も
変
化
す
る
こ
と
な
く

継
続
し
、
結
集
し
、
現
在
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
5
年
毎
に
各
ク
ラ
ブ
の
テ
ー
マ

を
「
長
崎
」
に
統
一
し
て
写
真
展

を
開
催
し
、
記
念
写
真
集
を
発
刊

し
、
今
回
で
第
10
集
目
と
な
り
ま

す
。14
ク
ラ
ブ
1
2
6
名
の
歴
史
・

自
然
・
文
化
・
暮
ら
し
・
人
々
の

表
情
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
長
崎
に
こ

だ
わ
っ
た
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
合
同
写
真
展
45
回
、写
真
集「
長

崎
」
第
10
集
。
思
え
ば
遥
け
く
も

遠
く
へ
き
た
も
ん
だ
。
と
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に

も
き
わ
め
て
珍
し
い
、
か
く
も
長

き
に
わ
た
っ
て
、
今
日
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
も
、
日
本
写
真
発

祥
の
地
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

の
、
自
負
と
責
任
と
誇
り
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
意
地
も
少
し
は

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
写
真

集
の
編
集
に
し
て
も
、
ま
っ
た
く

の
手
探
り
状
態
で
何
日
も
徹
夜
し

た
の
も
今
は
昔
。
想
い
出
の
彼
方

で
す
。
全
10
集
を
重
ね
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
長
崎
の
45
年
間
が
し
っ

か
り
と
写
し
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
長
崎
の
写
真
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化
遺
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」
言
い
過
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で
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ょ
う
か
。
45
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間
、
最
初

か
ら
今
日
ま
で
陰
に
陽
に
関
わ
っ

て
来
ら
れ
た
幸
せ
を
、
今
は
し
み

じ
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と
噛
み
し
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て
お
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。
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■A4判　64頁　非売品写真歴50年のアルバム

第４回「視点」展　奨励賞受賞作品　「戦後開拓村－入植３０年」より　１９７８年撮影

軍艦島　１９６７年～１９６８年

戦争遺構　川棚・片島魚雷発射試験場跡

農と里山の風景

第４回「視点」展　奨励賞受賞記念　土門挙先生、榮子夫人と

◎松尾  弘　プロフィール

松尾さんは生きている
　人は二度死ぬと言われることがある。一度は、生命が絶たれた時。もう一度は、人の記憶から忘れ
去られた時。わたしと松尾さんとは五十年以上の付き合いであるが、ただの一度も嫌な思い出がない。
　遺作集を作るにあたって、彼のデーターボックスを開けてみて驚いてしまった。例会や支部展で見
る作品はほんの一部で、思いのほか行動的、かつ多岐にわたる膨大な写真群に圧倒され，開けたら
大変。黒崎さんと見なかった事にしようということにした。まさにパンドラの箱。この箱を開けるのは歴
史である。その時まで、松尾さんは生き続けているのである。　　  JRP長崎支部長　村里　　榮　

１９３９年１１月伊万里市大坪町屋敷野 生まれる
１９５８年３月長崎放送㈱勤務
１９６６年JRP長崎支部を数人の仲間と結成

２００２年６月長崎放送㈱常務取締役退任・退社
２００６年６月㈱テレコムサービス社長退任
２００７年大村へ転居
２０１７年２月１３日逝去（享年７７歳）

　
胸
像
は
冬
寂
び
竹
根
蟠
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
誓
子

濃
み
ど
り
の
ザ
ボ
ン
午
前
の
雨
滴

残
る
　
　
　
　
　
　
沢
木
　
欣
一

　
こ
の
鳴
滝
川
に
沿
う
道
を
、現
在

は
シ
ー
ボ
ル
ト
通
り
と
い
い
、石
畳

が
敷
か
れ
、風
情
の
あ
る
遊
歩
道
と

な
っ
て
い
る
。い
く
つ
か
の
辻
を
ま

が
っ
て
鳴
滝
塾
の
跡
に
到
る
。特
に

木
の
葉
が
色
づ
く
秋
の
頃
は
美
し

い
。

　
黄
葉
の
道
い
く
ま
が
り
医
塾
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
ひ
さ
し

　
　

子
の
両
先
生
で
あ
ろ
う
。

　
夏
木
さ
へ
蘭
医
蘭
学
昔
か
な
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
根
東
洋
城

鴨
脚
草
こ
の
井
湧
き
に
し
日
を
お

も
う
　
　
　
　
　
　
水
原
秋
桜
子

　
胸
像
の
前
方
に
は
、向
っ
て
右
側

に
は
十
畳
敷
程
度
の
書
斎
跡
と
、左

側
に
は
少
し
大
き
い
居
宅
跡
が
あ

る
。

　
露
涼
し
方
十
尺
の
書
斎
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
ひ
ろ
し

　
囀
り
や
鬚
髯
ゆ
た
け
き
医
聖
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
城
百
々
平

　
敷
地
の
背
後
は
丘
と
な
っ
て
お

り
、か
な
り
大
き
な
孟
宗
竹
の
集
落

が
あ
り
、常
緑
樹
の
巨
木
が
み
ら
れ

る
。

　
敷
地
の
右
手
に
は
大
き
な「
ざ
ぼ

ん
」の
木
が
あ
り
、こ
れ
も
シ
ー
ボ
ル

ト
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
長
崎
地
方
は
、「
馬
酔
木
」「
狩
」「
青

嶺
」「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
沖
」等
を
は
じ

め
と
し
て
、多
く
の
会
派
が
あ
り
俳

句
の
盛
ん
な
所
で
あ
る
。

　
作
句
の
た
め
に
は
、ま
ず
吟
行
が

必
要
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
句
会
で
あ
る
。

　
本
書
は
、長
崎
の
主
要
な
吟
行
地

二
十
四
ヵ
所
を
選
ん
で
説
明
し
、同

時
に
作
句
さ
れ
た
俳
句
を
提
示
し
て

解
説
を
加
え
た
。

　
こ
の
作
品
は
、長
崎
県
医
師
会
報

に
平
成
十
一
年
四
月
号
よ
り
二
十
四

回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
皆
様
の
作
句
に
少
し
で
も
役
立
つ

所
が
あ
れ
ば
と
念
願
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　（
は
じ
め
に
よ
り
抜
粋
）

本
編
よ
り「
鳴
滝
塾
跡
」の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
が
一
八
二
四
年
に
開

講
し
た
鳴
滝
塾
の
跡
は
、史
跡
と
し

て
今
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
の
跡
地

の
右
手
の
丘
に
は
、シ
ー
ボ
ル
ト
記

念
館
が
建
設
さ
れ
、シ
ー
ボ
ル
ト
ゆ

か
り
の
品
々
や
生
涯
の
業
績
を
示
す

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
構
内
の
奥
、中
央
に
は
シ
ー
ボ
ル

ト
晩
年
の
重
厚
な
胸
像
が
建
っ
て
い

る
。そ
の
胸
像
の
両
脇
に
は
、二
基
の

古
い
井
戸
が
あ
る
。

　
当
時
の
塾
生
達
の
生
活
用
水
と
し

て
、ま
た
患
者
の
一
般
診
療
や
手
術

に
も
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
こ
の
鳴
滝
塾
跡
を
訪
れ
た
俳
人
と

し
て
、古
い
時
代
の
代
表
は
、何
と

い
っ
て
も
松
根
東
洋
城
と
水
原
秋
桜

過
ぎ
ゆ
く
長
崎
の
風
情
を
留
め
る
俳
句
吟
行
記
24
話
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■A4判　64頁　非売品写真歴50年のアルバム

第４回「視点」展　奨励賞受賞作品　「戦後開拓村－入植３０年」より　１９７８年撮影

軍艦島　１９６７年～１９６８年

戦争遺構　川棚・片島魚雷発射試験場跡

農と里山の風景

第４回「視点」展　奨励賞受賞記念　土門挙先生、榮子夫人と

◎松尾  弘　プロフィール

松尾さんは生きている
　人は二度死ぬと言われることがある。一度は、生命が絶たれた時。もう一度は、人の記憶から忘れ
去られた時。わたしと松尾さんとは五十年以上の付き合いであるが、ただの一度も嫌な思い出がない。
　遺作集を作るにあたって、彼のデーターボックスを開けてみて驚いてしまった。例会や支部展で見
る作品はほんの一部で、思いのほか行動的、かつ多岐にわたる膨大な写真群に圧倒され，開けたら
大変。黒崎さんと見なかった事にしようということにした。まさにパンドラの箱。この箱を開けるのは歴
史である。その時まで、松尾さんは生き続けているのである。　　  JRP長崎支部長　村里　　榮　

１９３９年１１月伊万里市大坪町屋敷野 生まれる
１９５８年３月長崎放送㈱勤務
１９６６年JRP長崎支部を数人の仲間と結成

２００２年６月長崎放送㈱常務取締役退任・退社
２００６年６月㈱テレコムサービス社長退任
２００７年大村へ転居
２０１７年２月１３日逝去（享年７７歳）

　
胸
像
は
冬
寂
び
竹
根
蟠
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
誓
子

濃
み
ど
り
の
ザ
ボ
ン
午
前
の
雨
滴

残
る
　
　
　
　
　
　
沢
木
　
欣
一

　
こ
の
鳴
滝
川
に
沿
う
道
を
、現
在

は
シ
ー
ボ
ル
ト
通
り
と
い
い
、石
畳

が
敷
か
れ
、風
情
の
あ
る
遊
歩
道
と

な
っ
て
い
る
。い
く
つ
か
の
辻
を
ま

が
っ
て
鳴
滝
塾
の
跡
に
到
る
。特
に

木
の
葉
が
色
づ
く
秋
の
頃
は
美
し

い
。

　
黄
葉
の
道
い
く
ま
が
り
医
塾
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
ひ
さ
し

　
　

子
の
両
先
生
で
あ
ろ
う
。

　
夏
木
さ
へ
蘭
医
蘭
学
昔
か
な
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
根
東
洋
城

鴨
脚
草
こ
の
井
湧
き
に
し
日
を
お

も
う
　
　
　
　
　
　
水
原
秋
桜
子

　
胸
像
の
前
方
に
は
、向
っ
て
右
側

に
は
十
畳
敷
程
度
の
書
斎
跡
と
、左

側
に
は
少
し
大
き
い
居
宅
跡
が
あ

る
。

　
露
涼
し
方
十
尺
の
書
斎
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
ひ
ろ
し

　
囀
り
や
鬚
髯
ゆ
た
け
き
医
聖
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
城
百
々
平

　
敷
地
の
背
後
は
丘
と
な
っ
て
お

り
、か
な
り
大
き
な
孟
宗
竹
の
集
落

が
あ
り
、常
緑
樹
の
巨
木
が
み
ら
れ

る
。

　
敷
地
の
右
手
に
は
大
き
な「
ざ
ぼ

ん
」の
木
が
あ
り
、こ
れ
も
シ
ー
ボ
ル

ト
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
長
崎
地
方
は
、「
馬
酔
木
」「
狩
」「
青

嶺
」「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」「
沖
」等
を
は
じ

め
と
し
て
、多
く
の
会
派
が
あ
り
俳

句
の
盛
ん
な
所
で
あ
る
。

　
作
句
の
た
め
に
は
、ま
ず
吟
行
が

必
要
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
句
会
で
あ
る
。

　
本
書
は
、長
崎
の
主
要
な
吟
行
地

二
十
四
ヵ
所
を
選
ん
で
説
明
し
、同

時
に
作
句
さ
れ
た
俳
句
を
提
示
し
て

解
説
を
加
え
た
。

　
こ
の
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は
、長
崎
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医
師
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報

に
平
成
十
一
年
四
月
号
よ
り
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四

回
に
わ
た
っ
て
連
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も
の
で
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る
。
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の
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に
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で
も
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が
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ば
と
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て
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る
。
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）
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に
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今
も
大
切
に
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の
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は
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の
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を
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す

資
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る
。

　
構
内
の
奥
、中
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に
は
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ボ
ル

ト
晩
年
の
重
厚
な
胸
像
が
建
っ
て
い

る
。そ
の
胸
像
の
両
脇
に
は
、二
基
の

古
い
井
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が
あ
る
。

　
当
時
の
塾
生
達
の
生
活
用
水
と
し

て
、ま
た
患
者
の
一
般
診
療
や
手
術

に
も
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
こ
の
鳴
滝
塾
跡
を
訪
れ
た
俳
人
と

し
て
、古
い
時
代
の
代
表
は
、何
と

い
っ
て
も
松
根
東
洋
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と
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の
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　「
諏
訪
神
事
」（
長
崎
く
ん
ち
）
は
、

長
崎
の
氏
神
様
・
鎮
西
大
社
諏
訪
神

社
（
以
下
「
諏
訪
神
社
」）
の
例
大

祭
で
あ
る
。
例
大
祭
は
、神
社
で
一

番
大
切
な
お
祭
り
で
、
氏
子
た
ち
が
、

神
様
の
ご
加
護
と
ご
神
恩
に
感
謝
し
、

踊
り
や
お
供
物
を
捧
げ
て
、
ま
た
次

の
一
年
間
、
お
護
り
い
た
だ
く
こ
と

を
願
う
行
事
で
あ
る
。
諏
訪
神
社
の

例
大
祭
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三

四
）
以
来
、
三
八
〇
有
余
年
の
伝
統

を
誇
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
奉
納
踊
に

よ
り
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
諏
訪
神
事
に
お
い
て
は
、神
職
に

よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
神
事
を
中
心
行

事
と
し
て
、神
輿
守
町
に
よ
る
渡
御
・

還
御
（
御
神

輿
の
往
還
）、

踊
町
に
よ
る

奉
納
踊
、
そ

の
準
備
の
た

め
の
諸
行
事

が
、
ほ
ぼ
一

年
間
に
わ

た
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
が
、

諏
訪
の
神
々
の
ま
な
ざ
し
の
も
と
に
、

歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
、
長
年
受
け

継
が
れ
て
き
た
様
々
な
作
法
や
美
し

い
習
わ
し
に
基
づ
き
、
整
然
と
行
わ

れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
氏
子

で
あ
る
長
崎
の
人
々
の
美
意
識
、
矜

持
、
郷
土
愛
を
見
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、こ
の
諏
訪
神
事
が
、過
去
、

ど
の
よ
う
に
営
ま
れ
て
き
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
資
料
が
乏
し
く
詳
し
い

実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
、大
正
、昭
和
初
期
に
つ
い
て
は
、

絵
葉
書
、
写
真
、
傘
鉾
の
絵
図
等
が

残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ま
と
ま
っ
た

記
録
や
書
物
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
及

び
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に
は
、
数

多
の
郷
土
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
、
明
治
期
以
降
に
長

崎
で
発
行
さ
れ
た
地
方
新
聞
の
多
く

も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
明
治

期
以
降
、
大
正
、
昭
和
に
至
る
近
代

期
の
諏
訪
神
事
の
有
り
様
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
の
新
聞
記
事
の
中
か
ら
情
報

を
得
る
こ
と
に
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
諏
訪
神
事
に
つ
い

て
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
記
事
掲
載
が

始
ま
っ
て
い
る
明
治
二
十
年
（
一
八

八
七
）
か
ら
終
戦
直
後
の
混
乱
が
治

ま
り
つ
つ
あ
る

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
ま

で
を
対
象
に
、

収
蔵
さ
れ
て
い

る
鎭
西
日
報
、

東
洋
日
の
出
新

聞
、
長
崎
新
聞
、

九
州
日
の
出
新

聞
、
長
崎
日
日

新
聞
、長
崎
日
報
、

長
崎
民
友
新
聞
の
各
紙
か
ら
関
係
す

る
記
事
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
を
「
神
事
・神
輿
守
」
に
関
す

る
も
の
及
び
「
奉
納
踊
」
に
関
す
る

も
の
に
分
け
、
各
年
代
に
区
分
し
て

整
理
し
た
。

　
記
事
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

諏
訪
神
事
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先

人
た
ち
の
深
い
思
い
や
熱
意
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
百
数
十
年
の
間
で
も
、
疫
病

の
流
行
、戦
争
、天
災
が
あ
り
な
が
ら
、

諏
訪
神
事
は
、
そ
の
執
行
日
時
や
形

態
に
変
更
が
生
じ
て
も
途
絶
え
る
こ

と
な
く
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

作
業
を
進
め
な
が
ら
、
祭
禮
に
携
わ

り
奉
仕
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
宮

司
様
は
じ
め
神
職
の
方
々
、
祭
禮
の

趣
旨
で
あ
る
御
神
威
の
再
生
の
た
め
、

そ
の
年
毎
の
奉
仕
を
怠
る
こ
と
な
く

務
め
て
こ
ら
れ
た
神
輿
守
町
の
方
々
、

神
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
奉
納
踊

と
い
う
形
に
し
て
お
伝
え
す
る
た
め

に
創
意
工
夫
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重

ね
て
こ
ら
れ
た
踊
町
の
方
々
、
さ
ら

に
、
多
く
の
先
人
達
が
心
を
一
つ
に

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
認
識
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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前
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
　所
長

昭
和
32
年
　
長
崎
市
生
ま
れ

平
成
17
年
か
ら
K
T
N
テ
レ
ビ
長
崎

く
ん
ち
中
継
解
説
者

著
書

「
精
霊
流
し
に
つ
い
て
」

「
長
崎
く
ん
ち
　神
様
を
擔
ぐ
男
達
」

「
長
崎
く
ん
ち
の
し
く
み
」

「
見
え
な
い
も
の
を
伝
え
る

　
諏
訪
神
事
　取
材
記
録
　年
度
版
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
多
数

土
肥
原  

弘
久
（
ど
ひ
は
ら 

ひ
ろ
ひ
さ
）

　「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」は
２
０
０
７
年
に
世
界

遺
産
に
暫
定
登
録
さ
れ
、そ
の
後
名

称
を「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」に
変
更
し
て

２
０
１
８
年
６
月
末
、正
式
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　
20
年
近
く
前
か
ら
教
会
群
の
世
界

遺
産
登
録
運
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た

私
と
し
て
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

一
方
で
、ユ
ネ
ス
コ
の
委
託
を
受
け

た
審
査
機
関
イ
コ
モ
ス
が
ど
れ
ほ
ど

深
い
審
査
を
し
た
の
か
知
り
ま
せ
ん

が
、当
初
の
資
産
か
ら
幾
つ
か
を
外

さ
れ
た
の
が
不
可
思
議
で
、複
雑
な

気
持
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

私
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

　
三
重
県
の
伊
勢
神
宮
の
お
ひ
ざ
元

で
育
っ
た
私
は
、東
京
の
結
婚
式
で

初
め
て
教
会
に
入
る
と
西
洋
的
雰
囲

気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、転

勤
で
長
崎
に
落
ち
着
き
、教
会
に
立

ち
寄
っ
て
み
る
と
な
ぜ
か
違
和
感
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
特
に
五
島
の
教
会
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
畑
、そ
こ
で
祈
る
人
々
の
姿
は
、

幼
い
頃
に
過
ご
し
た
原
風
景
と
似
た

懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。高
度
経

済
成
長
で
豊
か
な
生
活
を
手
に
入
れ

る
半
面
、失
っ
た
人
間
性
と
精
神
性

が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に「
長
崎
の
教
会
」に

興
味
を
持
ち
、そ
の
歴
史
と
人
々
の

暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
教
会
に
も
、感
動
的
ド
ラ
マ
が

数
々
あ
り
ま
す
。

本
書
の
構
成

　
本
書
は
、世
界
文
化
遺
産
に
な
っ

た
ご
く
少
数
の
教
会
だ
け
で
は
な
く
、

長
崎
県
と
天
草
地
方
の
全
て
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
を
①
長
崎
地
域
、②
平

戸・北
松
、③
大
村・西
海
外
海
、④
島

原・天
草
、⑤
五
島
列
島
の
地
域
別
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
期
の
遺
跡

や
、第
二
次
大
戦
後
の
比
較
的
新
し

い
教
会
な
ど
も
カ
バ
ー
し
、地
域
別

に
①
伝
来
と
繁
栄
、②
禁
教
と
潜
伏
、

③
復
活
と
発
展
が
分
か
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
せ
ず
、

潜
伏
時
代
の
信
仰
形
態
や
習
慣
を
守

り
続
け
た
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
現

状
に
つ
い
て
も
、簡
単
に
触
れ
て
い

ま
す
。

　「
君
の
宗
教
は
何
か
」と
問
わ
れ
る

と
、伊
勢
出
身
な
の
で
家
系
は
一
応

「
神
道
」で
す
が
、無
宗
教
と
言
う
の

が
実
態
で
す
。で
す
の
で
、カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
方
か
ら
す
る
と
、キ
リ
ス

ト
教
の
神
髄
を
知
ら
な
い
者
が
教
会

を
語
る
の
は
不
謹
慎
と
の
思
い
を
抱

か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
は

「
素
人
が
み
る
と
教
会
は
こ
う
見
え

る
の
か
」と
許
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

過
疎
化
と
教
会

　
か
つ
て
日
本
の
農
漁
村
は
、日
の

出
と
と
も
に
起
き
、山
の
薪
で
暖
を

取
り
、自
然
と
共
生
す
る
生
活
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。嵐
な
ど
の
自
然

の
脅
威
に
翻
弄
さ
れ
、病
気
を
治
す

医
者
も
お
ら
ず
、潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

は
神
に
祈
る
生
活
を
送
っ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

　
幕
末
の
信
徒
発
見
以
降
、浦
上
四

番
崩
れ
や
五
島
列
島
な
ど
の
大
弾
圧

が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
に
耐
え
て

カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
し
ま
し
た
。大

正
・
昭
和
と
人
口
は
増
え
て
生
活
レ

ベ
ル
も
上
が
り
、教
会
も
活
気
あ
ふ

れ
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、高
度
経

済
成
長
が
生
ん
だ
物
質
文
明
に
よ

り
、「
神
」の
存
在
感
が
薄
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
離
島
を
中
心
に
高
齢
化
と
過

疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
波
は

容
赦
な
く
教
会
も
襲
い
、信
者
の
集

団
移
転
で
廃
止
さ
れ
た
教
会
も
あ
り

ま
す
。

　
一
方
で
、最
近
の
若
者
の
中
に
は
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す
ス
タ
イ

ル
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。世
界
遺
産

登
録
が
き
っ
か
け
に
な
り
、こ
う
し

た
人
た
ち
が
教
会
を
訪
れ
、そ
こ
に

住
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
が
、私
の
願
い
で
す
。
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　「
諏
訪
神
事
」（
長
崎
く
ん
ち
）
は
、

長
崎
の
氏
神
様
・
鎮
西
大
社
諏
訪
神

社
（
以
下
「
諏
訪
神
社
」）
の
例
大

祭
で
あ
る
。
例
大
祭
は
、神
社
で
一

番
大
切
な
お
祭
り
で
、
氏
子
た
ち
が
、

神
様
の
ご
加
護
と
ご
神
恩
に
感
謝
し
、

踊
り
や
お
供
物
を
捧
げ
て
、
ま
た
次

の
一
年
間
、
お
護
り
い
た
だ
く
こ
と

を
願
う
行
事
で
あ
る
。
諏
訪
神
社
の

例
大
祭
は
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三

四
）
以
来
、
三
八
〇
有
余
年
の
伝
統

を
誇
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
奉
納
踊
に

よ
り
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
諏
訪
神
事
に
お
い
て
は
、神
職
に

よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
神
事
を
中
心
行

事
と
し
て
、神
輿
守
町
に
よ
る
渡
御
・

還
御
（
御
神

輿
の
往
還
）、

踊
町
に
よ
る

奉
納
踊
、
そ

の
準
備
の
た

め
の
諸
行
事

が
、
ほ
ぼ
一

年
間
に
わ

た
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
が
、

諏
訪
の
神
々
の
ま
な
ざ
し
の
も
と
に
、

歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
、
長
年
受
け

継
が
れ
て
き
た
様
々
な
作
法
や
美
し

い
習
わ
し
に
基
づ
き
、
整
然
と
行
わ

れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
氏
子

で
あ
る
長
崎
の
人
々
の
美
意
識
、
矜

持
、
郷
土
愛
を
見
る
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、こ
の
諏
訪
神
事
が
、過
去
、

ど
の
よ
う
に
営
ま
れ
て
き
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
資
料
が
乏
し
く
詳
し
い

実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

明
治
、大
正
、昭
和
初
期
に
つ
い
て
は
、

絵
葉
書
、
写
真
、
傘
鉾
の
絵
図
等
が

残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ま
と
ま
っ
た

記
録
や
書
物
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
及

び
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に
は
、
数

多
の
郷
土
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
、
明
治
期
以
降
に
長

崎
で
発
行
さ
れ
た
地
方
新
聞
の
多
く

も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
明
治

期
以
降
、
大
正
、
昭
和
に
至
る
近
代

期
の
諏
訪
神
事
の
有
り
様
に
つ
い
て
、

そ
れ
ら
の
新
聞
記
事
の
中
か
ら
情
報

を
得
る
こ
と
に
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
諏
訪
神
事
に
つ
い

て
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
記
事
掲
載
が

始
ま
っ
て
い
る
明
治
二
十
年
（
一
八

八
七
）
か
ら
終
戦
直
後
の
混
乱
が
治

ま
り
つ
つ
あ
る

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
ま

で
を
対
象
に
、

収
蔵
さ
れ
て
い

る
鎭
西
日
報
、

東
洋
日
の
出
新

聞
、
長
崎
新
聞
、

九
州
日
の
出
新

聞
、
長
崎
日
日

新
聞
、長
崎
日
報
、

長
崎
民
友
新
聞
の
各
紙
か
ら
関
係
す

る
記
事
を
抽
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
を
「
神
事
・神
輿
守
」
に
関
す

る
も
の
及
び
「
奉
納
踊
」
に
関
す
る

も
の
に
分
け
、
各
年
代
に
区
分
し
て

整
理
し
た
。

　
記
事
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、

諏
訪
神
事
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先

人
た
ち
の
深
い
思
い
や
熱
意
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
百
数
十
年
の
間
で
も
、
疫
病

の
流
行
、戦
争
、天
災
が
あ
り
な
が
ら
、

諏
訪
神
事
は
、
そ
の
執
行
日
時
や
形

態
に
変
更
が
生
じ
て
も
途
絶
え
る
こ

と
な
く
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

作
業
を
進
め
な
が
ら
、
祭
禮
に
携
わ

り
奉
仕
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
宮

司
様
は
じ
め
神
職
の
方
々
、
祭
禮
の

趣
旨
で
あ
る
御
神
威
の
再
生
の
た
め
、

そ
の
年
毎
の
奉
仕
を
怠
る
こ
と
な
く

務
め
て
こ
ら
れ
た
神
輿
守
町
の
方
々
、

神
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
奉
納
踊

と
い
う
形
に
し
て
お
伝
え
す
る
た
め

に
創
意
工
夫
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重

ね
て
こ
ら
れ
た
踊
町
の
方
々
、
さ
ら

に
、
多
く
の
先
人
達
が
心
を
一
つ
に

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
認
識
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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前
長
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市
長
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学
研
究
所
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長
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和
32
年
　
長
崎
市
生
ま
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平
成
17
年
か
ら
K
T
N
テ
レ
ビ
長
崎

く
ん
ち
中
継
解
説
者

著
書

「
精
霊
流
し
に
つ
い
て
」

「
長
崎
く
ん
ち
　神
様
を
擔
ぐ
男
達
」

「
長
崎
く
ん
ち
の
し
く
み
」

「
見
え
な
い
も
の
を
伝
え
る

　
諏
訪
神
事
　取
材
記
録
　年
度
版
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
多
数

土
肥
原  

弘
久
（
ど
ひ
は
ら 

ひ
ろ
ひ
さ
）

　「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」は
２
０
０
７
年
に
世
界

遺
産
に
暫
定
登
録
さ
れ
、そ
の
後
名

称
を「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」に
変
更
し
て

２
０
１
８
年
６
月
末
、正
式
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　
20
年
近
く
前
か
ら
教
会
群
の
世
界

遺
産
登
録
運
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た

私
と
し
て
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

一
方
で
、ユ
ネ
ス
コ
の
委
託
を
受
け

た
審
査
機
関
イ
コ
モ
ス
が
ど
れ
ほ
ど

深
い
審
査
を
し
た
の
か
知
り
ま
せ
ん

が
、当
初
の
資
産
か
ら
幾
つ
か
を
外

さ
れ
た
の
が
不
可
思
議
で
、複
雑
な

気
持
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

私
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

　
三
重
県
の
伊
勢
神
宮
の
お
ひ
ざ
元

で
育
っ
た
私
は
、東
京
の
結
婚
式
で

初
め
て
教
会
に
入
る
と
西
洋
的
雰
囲

気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、転

勤
で
長
崎
に
落
ち
着
き
、教
会
に
立

ち
寄
っ
て
み
る
と
な
ぜ
か
違
和
感
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
特
に
五
島
の
教
会
と
そ
れ
を
取
り

巻
く
畑
、そ
こ
で
祈
る
人
々
の
姿
は
、

幼
い
頃
に
過
ご
し
た
原
風
景
と
似
た

懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。高
度
経

済
成
長
で
豊
か
な
生
活
を
手
に
入
れ

る
半
面
、失
っ
た
人
間
性
と
精
神
性

が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に「
長
崎
の
教
会
」に

興
味
を
持
ち
、そ
の
歴
史
と
人
々
の

暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
教
会
に
も
、感
動
的
ド
ラ
マ
が

数
々
あ
り
ま
す
。

本
書
の
構
成

　
本
書
は
、世
界
文
化
遺
産
に
な
っ

た
ご
く
少
数
の
教
会
だ
け
で
は
な
く
、

長
崎
県
と
天
草
地
方
の
全
て
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
を
①
長
崎
地
域
、②
平

戸・北
松
、③
大
村・西
海
外
海
、④
島

原・天
草
、⑤
五
島
列
島
の
地
域
別
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
期
の
遺
跡

や
、第
二
次
大
戦
後
の
比
較
的
新
し

い
教
会
な
ど
も
カ
バ
ー
し
、地
域
別

に
①
伝
来
と
繁
栄
、②
禁
教
と
潜
伏
、

③
復
活
と
発
展
が
分
か
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
せ
ず
、

潜
伏
時
代
の
信
仰
形
態
や
習
慣
を
守

り
続
け
た
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
現

状
に
つ
い
て
も
、簡
単
に
触
れ
て
い

ま
す
。

　「
君
の
宗
教
は
何
か
」と
問
わ
れ
る

と
、伊
勢
出
身
な
の
で
家
系
は
一
応

「
神
道
」で
す
が
、無
宗
教
と
言
う
の

が
実
態
で
す
。で
す
の
で
、カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
方
か
ら
す
る
と
、キ
リ
ス

ト
教
の
神
髄
を
知
ら
な
い
者
が
教
会

を
語
る
の
は
不
謹
慎
と
の
思
い
を
抱

か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
は

「
素
人
が
み
る
と
教
会
は
こ
う
見
え

る
の
か
」と
許
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

過
疎
化
と
教
会

　
か
つ
て
日
本
の
農
漁
村
は
、日
の

出
と
と
も
に
起
き
、山
の
薪
で
暖
を

取
り
、自
然
と
共
生
す
る
生
活
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。嵐
な
ど
の
自
然

の
脅
威
に
翻
弄
さ
れ
、病
気
を
治
す

医
者
も
お
ら
ず
、潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

は
神
に
祈
る
生
活
を
送
っ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

　
幕
末
の
信
徒
発
見
以
降
、浦
上
四

番
崩
れ
や
五
島
列
島
な
ど
の
大
弾
圧

が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
に
耐
え
て

カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
し
ま
し
た
。大

正
・
昭
和
と
人
口
は
増
え
て
生
活
レ

ベ
ル
も
上
が
り
、教
会
も
活
気
あ
ふ

れ
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、高
度
経

済
成
長
が
生
ん
だ
物
質
文
明
に
よ

り
、「
神
」の
存
在
感
が
薄
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
離
島
を
中
心
に
高
齢
化
と
過

疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
波
は

容
赦
な
く
教
会
も
襲
い
、信
者
の
集

団
移
転
で
廃
止
さ
れ
た
教
会
も
あ
り

ま
す
。

　
一
方
で
、最
近
の
若
者
の
中
に
は
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す
ス
タ
イ

ル
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。世
界
遺
産

登
録
が
き
っ
か
け
に
な
り
、こ
う
し

た
人
た
ち
が
教
会
を
訪
れ
、そ
こ
に

住
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
が
、私
の
願
い
で
す
。

●判型：B5判
●定価：各1,000円＋税
お求めは県下主要書店にて

発行：
長崎の教会群情報センター
〒850-0862
長崎市出島町1-1-205

（出島ワーフ2階）
TEL 095-823-7650

脇
田
　
安
大（
わ
き
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や
す
ひ
ろ
）

昭
和
27
年
　
三
重
県
伊
勢
市
生
ま
れ

昭
和
51
年
　
日
本
銀
行
入
行

平
成
11
年
　
日
本
銀
行
長
崎
支
店
長

平
成
14
年
　
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所

平
成
19
年
　（
兼
務
）Ｎ
Ｐ
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世
界
遺
産
長
崎

チ
ャ
ー
チ
ト
ラ
ス
ト

著
者
略
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世
界
遺
産

長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
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キ
リ
シ
タ
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関
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遺
産

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
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探
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長
崎
の
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版
５
冊

脇
田
　
安
大 

著

Yururi 36｜0809｜Yururi 36

特 集特 集



宝箱の破壊とシビックプライド

（撮影　Tasuku Kusano）
インスタグラムに掲載された写真
2017/6/12 

署名呼かけポスター
（挿絵提供インテックス）

公会堂の未来活用を問う会が
配布したチラシ

長崎市公会堂の顛末とその後

長崎市遺産研究会・編

■判型：B5判
　頁数：本文112頁
　定価：1,000円＋税
　お求めは好文堂書店 他

　
二
三
歳
の
と
き
に
は
バ
ッ
グ
を
背

負
っ
て
一
人
で
放
浪
の
旅
へ
出
か
け
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

を
め
ぐ
り
、
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
、

三
〇
ヶ
国
余
り
を
歩
き
回
っ
た
。
ま

た
、
人
生
後
半
に
な
っ
て
、
四
度
の

ク
ル
ー
ズ
乗
船
を
体
験
し
、
上
海
、

釜
山
、
済
州
島
、
日
本
各
地
の
港
を

訪
れ
た
。

　
四
〇
歳
を
目
前
に
し
て
始
め
た
の

が
ゴ
ル
フ
で
あ
る
。
ゴ
ル
フ
競
技
大

会
へ
の
出
場
や
日
本
各
地
の
ゴ
ル
フ

場
で
プ
レ
ー
し
た
思
い
出
。
タ
イ

ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
選
手
の
プ
レ
ー
を
二

度
に
わ
た
り
観
戦
し
た
り
、
ジ
ャ
ン

●四六判　136頁
●定価　1，000円+税
　お求めは
　ブックマート諫早
　オックスフォード貝津店にて
　〈好評発売中〉

　公会堂の保存活動は、当初長崎市民にとって、単なる
「建築の保存活動」という理解の範疇に留まっていたよう
に思います。しかし建築の誕生の経緯や使命が明らかに
なっていくうちに、その大切さに市民が気付き、歴史遺産
としての価値認識が芽生えました。公会堂を保存し、再生
する方向に舵を切り直すこ
とは、その時点では充分に
可能であったように思いま
すが、長崎市の方針は最後
まで変わることはありませ
んでした。
　長崎市公会堂を含む６つ
の長崎国際文化都市セン
ターの中核施設は、建築誕
生の時から都市を再起させ
る使命を帯びていました。
国際文化都市センター設置
の計画が始まったのは、昭
和30年です。設立準備委員
会の趣意文には次のように記されています。
　「長崎国際文化都市建設法」にはっきり、
うたわれているとおり、国際文化の向上を
図って、恒久平和の理想を達成することは、
真に長崎市民に負わされた神の使命であると思われる。
　再起はもとの姿に戻すことではない、あたらしい姿を生
み出すことである。戦争によって失われた災害は物理的に
立て直すことができよう。併し、問題は精神的な立ち上が
りである。原爆で廃墟となった長崎の地で展開されている
建設運動で、数万の貧しい人々の毎月の献金によって展
開されていることを見た。私はまさに再起を長崎で発見
し、最大の尊敬を表し世界に支援を呼びかけた。

　そのような中で建設された歴史的建築遺産ともいえる長
崎市公会堂を人為によって失った損失は、計り知れないと
考えます。なぜ、長崎固有の歴史の証である建築遺産を遺
せなかったか、その経過を記録に留め、歴史に問いたいと
思います。
　振り返ってみると、いくつかの問題点が見えてきます。

なぜ、代替施設も予定されていない文化施
設が解体されたのか。田上富久長崎市長が
市民に問うたと言い続けてきた根拠となる
「検討委員会」や「市民懇話会」は、解体
ありきといえる資料内容で、真に市民に聞

いたという姿勢は見られな
かったように思えます。
　長崎市公会堂の存続を訴
える活動は、一貫して長崎
市の事業に対する反対運動
として展開してはいません。
長崎市民や建築家等の学識
経験者が長崎市長に署名嘆
願を行い、計画内容に説明
を求めたことが始まりでし
た。説明要求は無視され、
徐々に市民の権利を執行し
ていく陳情や住民投票条例
の請求にエスカレートして

いき、次第に反対運動者的扱いをされるようになりまし
た。それは、不本意としか言いようがありませんでした。
というのは、私たちの心の中にあったのは、常に、長崎
という都市への誇りや愛情「シビックプライド（Civic 
Pride)」であり、「We love ko-kaido」だったからです。
　長崎市公会堂の保存や再生提案や署名活動を通じて活動
した経験を綴り、未来の国際文化都市づくりの一助となれ
る書籍になればと思います。

壊され傷つけられたものは
公会堂を愛してやまなかっ
た人々の心

くずれゆく巨人を介抱するこ
とも抱くこともできず、ただた
だ遠くでひっそり涙を流した
先人からのすばらしい贈り
物を私たちは失った。

・

しか

　
１
９
４
８
年
長
崎
県
諫
早
市
生
ま
れ
。

高
校
を
卒
業
後
、
１
９
７
０
年
長
崎
県
警

察
官
と
な
り
、
政
治
家
を
志
し
２
年
で
退

職
。
23
歳
の
と
き
に
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
を
放
浪
。
小
野
中
学
校
教
育
会
会

長
、
諫
早
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
を

歴
任
。
現
在
は
、
諫
早
市
管
工
業
協
同
組

合
理
事
長
、
長
崎
県
管
工
事
組
合
副
理
事

長
、
有
限
会
社
大
豊
工
業
代
表
取
締
役
社

長
を
務
め
る
。

ボ
尾
崎
プ
ロ
の
一
〇
〇
勝
目
の
プ

レ
ー
を
間
近
で
観
戦
し
た
こ
と
も
忘

れ
が
た
い
。

　
そ
れ
か
ら
バ
イ
ク
。
二
〇
歳
の
と

き
か
ら
五
〇
年
間
、
い
ろ
ん
な
タ
イ

プ
の
バ
イ
ク
に
は
ま
っ
た
。
九
州
一

円
を
回
り
、
四
国
を
一
周
し
、
種
子

島
に
も
行
っ
た
。
外
国
へ
の
初
め
て

の
バ
イ
ク
旅
行
は
今
年
（
平
成
三
〇

年
）、
南
北
首
脳
会
談
で
世
界
の
注
目

を
浴
び
た
北
緯
38
度
線
の
板
門
店
を

自
分
の
バ
イ
ク
で
目
指
し
た
。
ピ
ス

ト
ル
の
話
も
書
い
た
。
私
は
高
校
を

卒
業
後
、
長
崎
県
の
警
察
官
と
な
り
、

一
〇
代
で
本
物
の
拳
銃
を
手
に
し
て

実
弾
射
撃
の
訓
練
を
受
け
た
。
四
国

八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
も
し
た
。
仕
事

や
親
族
と
の
人
間
関
係
に
悩
み
、
藁

に
も
す
が
る
思
い
で
巡
礼
の
旅
に
出

て
、
日
常
生
活
と
は
ま
っ
た
く
無
縁

の
世
界
を
過
ご
し
た
。

　
将
棋
に
つ
い
て
は
二
〇
代
後
半
よ

り
は
ま
り
、
羽
生
善
治
氏
や
テ
レ
ビ

で
お
見
か
け
し
て
い
る
有
名
棋
士
の

名
人
戦
観
戦
は
、
よ
い
思
い
出
で
あ

る
。

　
音
楽
は
小
さ
い
頃
か
ら
。
ハ
ー
モ

ニ
カ
か
ら
始
ま
り
、
ギ
タ
ー
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ケ
ナ
ー
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

現
在
は
大
正
琴
、
文
化
琴
、
そ
し
て

オ
カ
リ
ナ
を
担
当
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
「
ひ
ま
わ
り
」
を
結
成
し
て
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
夏
祭
り
で

の
演
奏
な
ど
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

続
け
て
い
る
。

　
そ
し
て
私
の
本
業
で
あ
る
水
の
話
。

四
三
年
間
に
わ
た
る
水
道
工
事
の
知

識
、
経
験
談
の
ほ
か
、
業
界
の
者
し

か
知
ら
な
い
事
柄
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
。

　
最
終
章
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
読

書
を
通
じ
て
知
り
え
た
「
あ
こ
が
れ

の
人
」、「
好
き
な
人
」
に
つ
い
て
書

い
て
み
た
。
白
洲
次
郎
氏
は
筋
の
一

本
通
っ
た
、
な
か
な
か
の
好
人
物
。

坂
本
龍
馬
に
つ
い
て
は
、
司
馬
遼
太

郎
氏
の
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
を
一
〇
代

の
頃
に
初
め
て
読
ん
で
関
心
を
も
ち
、

こ
れ
ま
で
三
度
、
京
都
市
内
に
あ
る

坂
本
龍
馬
の
墓
参
り
に
行
っ
て
い
る
。

好
奇
心
が
人
一
倍
強
い
性
格
で
、
五

年
間
図
書
館
に
通
い
続
け
、
ひ
と
月

に
二
〇
冊
余
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

本
を
読
み
あ
さ
り
、
少
し
は
雑
学
の

知
識
が
集
積
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
い
る
。

　
一
　
や
り
た
い
人
一
〇
〇
〇
人

　
二
　
や
っ
た
人
　
　
一
〇
〇
人

　
三
　
続
け
た
人
　
　
　
　
一
人

　
あ
る
雑
誌
で
見
か
け
た
こ
の
言
葉

が
、
私
は
大
好
き
で
あ
る
。

著
者
略
歴

野
中

　豊
（
の
な
か
　
ゆ
た
か
）

パリ市内　エッフェル塔前広場

スイス　ユングフラウヨッホにて

飛鳥Ⅱ　船上にて誕生パーティー

四国八十八ヶ所にてオカリナでボランティア活動

　二
〇
歳
を
迎
え
た
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
、
い
つ
の
日
か
「
自
分
の
本
」
を
出

版
し
て
み
た
い
、
と
い
う
思
い
を
漠
然
と
抱
い
て
き
た
。
七
〇
歳
を
目
前
に
し
、

自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
を
考
え
た
と
き
、
私
は
そ
れ
を
実
行
に
移
す
決
意
を

し
た
。

　幸
い
に
、
こ
れ
ま
で
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
を
旅
行
し
、
普
通
で
は
で
き

な
い
体
験
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
趣
味
に
も
没
頭
し
て
き
た
。
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署名呼かけポスター
（挿絵提供インテックス）

公会堂の未来活用を問う会が
配布したチラシ

長崎市公会堂の顛末とその後

長崎市遺産研究会・編

■判型：B5判
　頁数：本文112頁
　定価：1,000円＋税
　お求めは好文堂書店 他

　
二
三
歳
の
と
き
に
は
バ
ッ
グ
を
背

負
っ
て
一
人
で
放
浪
の
旅
へ
出
か
け
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

を
め
ぐ
り
、
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
な
ど
、

三
〇
ヶ
国
余
り
を
歩
き
回
っ
た
。
ま

た
、
人
生
後
半
に
な
っ
て
、
四
度
の

ク
ル
ー
ズ
乗
船
を
体
験
し
、
上
海
、

釜
山
、
済
州
島
、
日
本
各
地
の
港
を

訪
れ
た
。

　
四
〇
歳
を
目
前
に
し
て
始
め
た
の

が
ゴ
ル
フ
で
あ
る
。
ゴ
ル
フ
競
技
大

会
へ
の
出
場
や
日
本
各
地
の
ゴ
ル
フ

場
で
プ
レ
ー
し
た
思
い
出
。
タ
イ

ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
選
手
の
プ
レ
ー
を
二

度
に
わ
た
り
観
戦
し
た
り
、
ジ
ャ
ン

●四六判　136頁
●定価　1，000円+税
　お求めは
　ブックマート諫早
　オックスフォード貝津店にて
　〈好評発売中〉

　公会堂の保存活動は、当初長崎市民にとって、単なる
「建築の保存活動」という理解の範疇に留まっていたよう
に思います。しかし建築の誕生の経緯や使命が明らかに
なっていくうちに、その大切さに市民が気付き、歴史遺産
としての価値認識が芽生えました。公会堂を保存し、再生
する方向に舵を切り直すこ
とは、その時点では充分に
可能であったように思いま
すが、長崎市の方針は最後
まで変わることはありませ
んでした。
　長崎市公会堂を含む６つ
の長崎国際文化都市セン
ターの中核施設は、建築誕
生の時から都市を再起させ
る使命を帯びていました。
国際文化都市センター設置
の計画が始まったのは、昭
和30年です。設立準備委員
会の趣意文には次のように記されています。
　「長崎国際文化都市建設法」にはっきり、
うたわれているとおり、国際文化の向上を
図って、恒久平和の理想を達成することは、
真に長崎市民に負わされた神の使命であると思われる。
　再起はもとの姿に戻すことではない、あたらしい姿を生
み出すことである。戦争によって失われた災害は物理的に
立て直すことができよう。併し、問題は精神的な立ち上が
りである。原爆で廃墟となった長崎の地で展開されている
建設運動で、数万の貧しい人々の毎月の献金によって展
開されていることを見た。私はまさに再起を長崎で発見
し、最大の尊敬を表し世界に支援を呼びかけた。

　そのような中で建設された歴史的建築遺産ともいえる長
崎市公会堂を人為によって失った損失は、計り知れないと
考えます。なぜ、長崎固有の歴史の証である建築遺産を遺
せなかったか、その経過を記録に留め、歴史に問いたいと
思います。
　振り返ってみると、いくつかの問題点が見えてきます。

なぜ、代替施設も予定されていない文化施
設が解体されたのか。田上富久長崎市長が
市民に問うたと言い続けてきた根拠となる
「検討委員会」や「市民懇話会」は、解体
ありきといえる資料内容で、真に市民に聞

いたという姿勢は見られな
かったように思えます。
　長崎市公会堂の存続を訴
える活動は、一貫して長崎
市の事業に対する反対運動
として展開してはいません。
長崎市民や建築家等の学識
経験者が長崎市長に署名嘆
願を行い、計画内容に説明
を求めたことが始まりでし
た。説明要求は無視され、
徐々に市民の権利を執行し
ていく陳情や住民投票条例
の請求にエスカレートして

いき、次第に反対運動者的扱いをされるようになりまし
た。それは、不本意としか言いようがありませんでした。
というのは、私たちの心の中にあったのは、常に、長崎
という都市への誇りや愛情「シビックプライド（Civic 
Pride)」であり、「We love ko-kaido」だったからです。
　長崎市公会堂の保存や再生提案や署名活動を通じて活動
した経験を綴り、未来の国際文化都市づくりの一助となれ
る書籍になればと思います。

壊され傷つけられたものは
公会堂を愛してやまなかっ
た人々の心

くずれゆく巨人を介抱するこ
とも抱くこともできず、ただた
だ遠くでひっそり涙を流した
先人からのすばらしい贈り
物を私たちは失った。

・

しか

　
１
９
４
８
年
長
崎
県
諫
早
市
生
ま
れ
。

高
校
を
卒
業
後
、
１
９
７
０
年
長
崎
県
警

察
官
と
な
り
、
政
治
家
を
志
し
２
年
で
退

職
。
23
歳
の
と
き
に
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
を
放
浪
。
小
野
中
学
校
教
育
会
会

長
、
諫
早
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
を

歴
任
。
現
在
は
、
諫
早
市
管
工
業
協
同
組

合
理
事
長
、
長
崎
県
管
工
事
組
合
副
理
事

長
、
有
限
会
社
大
豊
工
業
代
表
取
締
役
社

長
を
務
め
る
。

ボ
尾
崎
プ
ロ
の
一
〇
〇
勝
目
の
プ

レ
ー
を
間
近
で
観
戦
し
た
こ
と
も
忘

れ
が
た
い
。

　
そ
れ
か
ら
バ
イ
ク
。
二
〇
歳
の
と

き
か
ら
五
〇
年
間
、
い
ろ
ん
な
タ
イ

プ
の
バ
イ
ク
に
は
ま
っ
た
。
九
州
一

円
を
回
り
、
四
国
を
一
周
し
、
種
子

島
に
も
行
っ
た
。
外
国
へ
の
初
め
て

の
バ
イ
ク
旅
行
は
今
年
（
平
成
三
〇

年
）、
南
北
首
脳
会
談
で
世
界
の
注
目

を
浴
び
た
北
緯
38
度
線
の
板
門
店
を

自
分
の
バ
イ
ク
で
目
指
し
た
。
ピ
ス

ト
ル
の
話
も
書
い
た
。
私
は
高
校
を

卒
業
後
、
長
崎
県
の
警
察
官
と
な
り
、

一
〇
代
で
本
物
の
拳
銃
を
手
に
し
て

実
弾
射
撃
の
訓
練
を
受
け
た
。
四
国

八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
も
し
た
。
仕
事

や
親
族
と
の
人
間
関
係
に
悩
み
、
藁

に
も
す
が
る
思
い
で
巡
礼
の
旅
に
出

て
、
日
常
生
活
と
は
ま
っ
た
く
無
縁

の
世
界
を
過
ご
し
た
。

　
将
棋
に
つ
い
て
は
二
〇
代
後
半
よ

り
は
ま
り
、
羽
生
善
治
氏
や
テ
レ
ビ

で
お
見
か
け
し
て
い
る
有
名
棋
士
の

名
人
戦
観
戦
は
、
よ
い
思
い
出
で
あ

る
。

　
音
楽
は
小
さ
い
頃
か
ら
。
ハ
ー
モ

ニ
カ
か
ら
始
ま
り
、
ギ
タ
ー
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ケ
ナ
ー
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

現
在
は
大
正
琴
、
文
化
琴
、
そ
し
て

オ
カ
リ
ナ
を
担
当
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
「
ひ
ま
わ
り
」
を
結
成
し
て
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
夏
祭
り
で

の
演
奏
な
ど
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

続
け
て
い
る
。

　
そ
し
て
私
の
本
業
で
あ
る
水
の
話
。

四
三
年
間
に
わ
た
る
水
道
工
事
の
知

識
、
経
験
談
の
ほ
か
、
業
界
の
者
し

か
知
ら
な
い
事
柄
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
。

　
最
終
章
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
読

書
を
通
じ
て
知
り
え
た
「
あ
こ
が
れ

の
人
」、「
好
き
な
人
」
に
つ
い
て
書

い
て
み
た
。
白
洲
次
郎
氏
は
筋
の
一

本
通
っ
た
、
な
か
な
か
の
好
人
物
。

坂
本
龍
馬
に
つ
い
て
は
、
司
馬
遼
太

郎
氏
の
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
を
一
〇
代

の
頃
に
初
め
て
読
ん
で
関
心
を
も
ち
、

こ
れ
ま
で
三
度
、
京
都
市
内
に
あ
る

坂
本
龍
馬
の
墓
参
り
に
行
っ
て
い
る
。

好
奇
心
が
人
一
倍
強
い
性
格
で
、
五

年
間
図
書
館
に
通
い
続
け
、
ひ
と
月

に
二
〇
冊
余
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

本
を
読
み
あ
さ
り
、
少
し
は
雑
学
の

知
識
が
集
積
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
い
る
。

　
一
　
や
り
た
い
人
一
〇
〇
〇
人

　
二
　
や
っ
た
人
　
　
一
〇
〇
人

　
三
　
続
け
た
人
　
　
　
　
一
人

　
あ
る
雑
誌
で
見
か
け
た
こ
の
言
葉

が
、
私
は
大
好
き
で
あ
る
。

著
者
略
歴

野
中

　豊
（
の
な
か
　
ゆ
た
か
）

パリ市内　エッフェル塔前広場

スイス　ユングフラウヨッホにて

飛鳥Ⅱ　船上にて誕生パーティー

四国八十八ヶ所にてオカリナでボランティア活動

　二
〇
歳
を
迎
え
た
頃
か
ら
だ
ろ
う
か
、
い
つ
の
日
か
「
自
分
の
本
」
を
出

版
し
て
み
た
い
、
と
い
う
思
い
を
漠
然
と
抱
い
て
き
た
。
七
〇
歳
を
目
前
に
し
、

自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
を
考
え
た
と
き
、
私
は
そ
れ
を
実
行
に
移
す
決
意
を

し
た
。

　幸
い
に
、
こ
れ
ま
で
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
を
旅
行
し
、
普
通
で
は
で
き

な
い
体
験
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
趣
味
に
も
没
頭
し
て
き
た
。

特 集
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パ
ン
ム
ン
ジ
ョ
ム

わ
ら



あなたの本や作品をラジオでご紹介します!!

放送中きいてネ! !
毎週金曜　あさ1０：３５より

『昭和堂笑顔のレシピ』

新 刊 ご 紹 介

販 売 本 コ ー ナ ー ここでご紹介する出版本は、
サロンゆるりまでお気軽にお問い合わせください。

2018年10月現在（税込額）

本の内容はホームページでもご案内しています 自費出版サロンゆるり 検索検索

松
本
　
文
子

あ
な
た
と
歩
け
ば

●
１
、５
１
２
円

※はネット通販サイト「長崎社中」の昭和堂・ゆるり
　販売本コーナーでもご購入できます。

第
1
詩
集

そ
こ
に
光
が
あ
る
か
ら

未
来
の
長
崎
の

　
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ

●
1
、4
0
4
円

宮
﨑
　
牧
子

●
1
、0
8
0
円

江
戸
し
ぐ
さ
の
心
を
長
崎
に

土
肥
原
　
弘
久

◆
問
合
せ
先
　
土
肥
原
さ
ん
ま
で

　
電
話
〇
九
〇―

二
五
〇
〇―

〇
五
九
七

加
野
尚
志
画
集

平
成
長
崎
風
景●

4
、3
2
0
円

加
野
絵
画
研
究
室

●
1
、0
8
0
円

北
川
　
暢
子

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

家
づ
く
り
50
年
回
想
録

●
1
、6
2
0
円

岡
　
　
修
一

き
く
ち
ゃ
ん
の
う
た

Vol.2

●
1
、6
2
0
円

ひ
ら
た
　
き
く
よ

き
く
ち
ゃ
ん
の
詩●

1
、2
9
6
円

ひ
ら
た
　
き
く
よ

キ
ラ
キ
ラ

人
生
を
輝
か
せ
る
た
っ
た
5
つ
の
大
切
な
こ
と

●
1
、6
2
0
円

ご
う
ま
な
み

神
様
か
ら
の
贈
り
も
の

●
1
、2
9
6
円

幸
夏
　
　
涼

玉
鈴 

水
墨
画
集●

4
、8
6
0
円

●
3
、2
4
0
円

田
村
　
玉
鈴

ー
墨
色
の
千
変
万
化
に
魅
せ
ら
れ
て
ー

長
崎
を
描
い
て
さ
る
く

●
2
、1
6
0
円

松
林
　
重
宗

も
う一人
の
少
年
使
節

ド
ラ
ー
ド
 

●
1
、2
0
0
円

青
山
　
敦
夫

昭
和
20
年
8
月

長
崎
市
地
図
 

●
5
4
0
円

出
口
　
輝
夫

※

長
崎 

幻
の
響
写
真
館

●
2
、1
6
0
円

根
本
　
千
絵

※※※※

藤
井
　
貞
和

物
語
平
和
論

非
戦
へ

洩
花
　ｍｏｃａ

ひ
と
か
け
の

日
常
の
中
、小
さ
な
感
動
を

●
1
、2
9
6
円

寺
嶋
邑
浦
書
作
展

米
寿
記
念

詩
集

●
非
売
品

浦
　
　
ル
イ

●
非
売
品

織
田
　
　
毅 

著

龍
馬
の
長
崎
物
語

好
評
に
つ
き
増
刷●

1
、0
8
0
円

神
様
を
擔
ぐ
男
達

長
崎
く
ん
ち
か
つ

祈
り
と
光
の
情
景

五
島
の
教
会
と
そ
の
ル
ー
ツ
 

久
保
進
　
フ
ォ
ト
歳
時
記
Ⅳ

お
問
合
せ
先
　
電
話
〇
九
五
九―

七
五―

〇
八
八一
　
久
保
循
環
器
内
科

アートギャラリー のご案内
人生を豊かに！ 展覧会に是非お越しください。 入場無料

会 期 11月1日（木）～5日（月）　
AM 10:30～PM ６:００（最終日はPM ５:００まで）

風景が好きで楽しんで描いている仲間です。第9回目のグループ展を
開催いたします。ご高覧、ご指導を賜りますようご案内申しあげます。

会 期 11月29日（木）～12月3日（月）　AM 10:30～PM ６:００（最終日はPM ５:００まで）

ベアーズ・ポー作品展
第24回 キルトサークル

毎回作品展に足を運んでくださるお客様、おしゃべり笑い声の
絶えない教室のみんなに感謝の気持ちで今年も開催いたします。

　教室に併設してショップを開店しています。
USAコットン・国産YUWA生地・先染め布を
始めパッチワーク用品を取り扱っています。
開店時間　10：30～16：00

（定休日　第1・3金・土、毎週日曜日）

生徒さん募集中
浜の町教室
長崎市銅座町6-16
いりえビルお花屋さん3F
TEL090-3014-8530

坂本  智恵子 作

市民会館

FM長崎 眼鏡橋

前田お茶

ファミリーマート 昭和堂ギャラリー
  好風

自費出版サロン
ゆるり
昭和堂長崎支店

めがね橋電停そば
ファミリーマートより
入って左側すぐ

長崎銀行

親和銀行

中央橋
交差点

めがね橋電停

市民会館
電停

浜町アーケード
電停

昭和堂ギャラリー
Showado Gallery KOFU

TEL.095-821-1240
FAX.095-823-8740
〒850-0875 長崎県長崎市栄町6-23 昭和堂ビル2F　

http://www.showado.co.jp
※駐車場がございませんので、付近の有料駐車場をご利用ください。
※展示会は都合により変更の場合もございますので事前にご確認のうえ、ご来場お願い申し上げます。

貸
ギャラリー
お申し込み
受付中

風景を描くグループ  第9回 友美会展
中村 秀世　霧のノイッシュバン シュタイン城

五
島
巡
礼
歩
き
旅●

1
、2
9
6
円

小
川
　
利
昭

小
川
利
昭

O
gaw

a To
shiaki

g

の社長
3000 を棟

手掛けた

記験体
家
づ
く
り
50
年
回
想
録

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

現
在

グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
株
式
会
社 

代
表

岡
建
築 

代
表

一
建
設 

代
表

ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
長
崎 

初
代
オ
ー
ナ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
長
崎 

初
代
オ
ー
ナ
ー

ア
ッ
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ
長
崎 

代
表

岡

　修
一

地
方
創
生
の
成
功
法
則

●
1
、6
2
0
円

菊
森
　
淳
文

ー
地
域
振
興
に
お
け
る
効
果
的
な

　
人
口・観
光・物
産
振
興
政
策
の
あ
り
方
ー

菊森　淳文

地方創生の成功法則
―地域振興における効果的な
人口・観光・物産振興政策のあり方

Let's go back 
our hom

e

浦
則
子
　
追
悼
集

織田　毅 著

発
行
　
亀
山
社
中
ば
活
か
す
会

亀
山
社
中
資
料
展
示
場
の
み
の
販
売

長
崎
市
伊
良
林
二―

九―

二（
土・日
）

◆
お
申
込
先
　
〒
８
５
６―

０
８
０
７

大
村
市
宮
小
路
一
丁
目
四
七
三―

一

馬
場
　
幸
子

松
本
崇
前
大
村
市
長
と
過
ご
し
た
17
年
。

そ
の
思
い
出
の
記

発
行
　
編
集
室
水
平
緑

◆
問
合
せ
先

電
話
〇
九
五―

八
〇
七―

三
九
九
九

3
4
0
の
小
字

長
与
の
地
名

●
1
、2
9
6
円

久
原
　
巻
二

地
名
は
お
も
し
ろ
い
、奥
が
深
い

祝
、世
界
遺
産
登
録

◆
問
合
せ
先
　
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
　
電
話
〇
九
五―

八
二
〇―
四
八
六
五

◆
問
合
せ
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グ
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ド
ホ
ー
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八
四
七―

七
四
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〇
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あなたの本や作品をラジオでご紹介します!!

放送中きいてネ! !
毎週金曜　あさ1０：３５より

『昭和堂笑顔のレシピ』

新 刊 ご 紹 介

販 売 本 コ ー ナ ー ここでご紹介する出版本は、
サロンゆるりまでお気軽にお問い合わせください。

2018年10月現在（税込額）

本の内容はホームページでもご案内しています 自費出版サロンゆるり 検索検索

松
本
　
文
子

あ
な
た
と
歩
け
ば

●
１
、５
１
２
円

※はネット通販サイト「長崎社中」の昭和堂・ゆるり
　販売本コーナーでもご購入できます。

第
1
詩
集

そ
こ
に
光
が
あ
る
か
ら

未
来
の
長
崎
の

　
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ

●
1
、4
0
4
円

宮
﨑
　
牧
子

●
1
、0
8
0
円

江
戸
し
ぐ
さ
の
心
を
長
崎
に

土
肥
原
　
弘
久

◆
問
合
せ
先
　
土
肥
原
さ
ん
ま
で

　
電
話
〇
九
〇―

二
五
〇
〇―

〇
五
九
七

加
野
尚
志
画
集

平
成
長
崎
風
景●

4
、3
2
0
円

加
野
絵
画
研
究
室

●
1
、0
8
0
円

北
川
　
暢
子

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

家
づ
く
り
50
年
回
想
録

●
1
、6
2
0
円

岡
　
　
修
一

き
く
ち
ゃ
ん
の
う
た

Vol.2

●
1
、6
2
0
円

ひ
ら
た
　
き
く
よ

き
く
ち
ゃ
ん
の
詩●

1
、2
9
6
円

ひ
ら
た
　
き
く
よ

キ
ラ
キ
ラ

人
生
を
輝
か
せ
る
た
っ
た
5
つ
の
大
切
な
こ
と

●
1
、6
2
0
円

ご
う
ま
な
み

神
様
か
ら
の
贈
り
も
の

●
1
、2
9
6
円

幸
夏
　
　
涼

玉
鈴 

水
墨
画
集●

4
、8
6
0
円

●
3
、2
4
0
円

田
村
　
玉
鈴

ー
墨
色
の
千
変
万
化
に
魅
せ
ら
れ
て
ー

長
崎
を
描
い
て
さ
る
く

●
2
、1
6
0
円

松
林
　
重
宗

も
う一人
の
少
年
使
節

ド
ラ
ー
ド
 

●
1
、2
0
0
円

青
山
　
敦
夫

昭
和
20
年
8
月

長
崎
市
地
図
 

●
5
4
0
円

出
口
　
輝
夫

※

長
崎 

幻
の
響
写
真
館

●
2
、1
6
0
円

根
本
　
千
絵

※※※※

藤
井
　
貞
和

物
語
平
和
論

非
戦
へ

洩
花
　ｍｏｃａ

ひ
と
か
け
の

日
常
の
中
、小
さ
な
感
動
を

●
1
、2
9
6
円

寺
嶋
邑
浦
書
作
展

米
寿
記
念

詩
集

●
非
売
品

浦
　
　
ル
イ

●
非
売
品

織
田
　
　
毅 

著

龍
馬
の
長
崎
物
語

好
評
に
つ
き
増
刷●

1
、0
8
0
円

神
様
を
擔
ぐ
男
達

長
崎
く
ん
ち
か
つ

祈
り
と
光
の
情
景

五
島
の
教
会
と
そ
の
ル
ー
ツ
 

久
保
進
　
フ
ォ
ト
歳
時
記
Ⅳ

お
問
合
せ
先
　
電
話
〇
九
五
九―

七
五―

〇
八
八一
　
久
保
循
環
器
内
科

アートギャラリー のご案内
人生を豊かに！ 展覧会に是非お越しください。 入場無料

会 期 11月1日（木）～5日（月）　
AM 10:30～PM ６:００（最終日はPM ５:００まで）

風景が好きで楽しんで描いている仲間です。第9回目のグループ展を
開催いたします。ご高覧、ご指導を賜りますようご案内申しあげます。

会 期 11月29日（木）～12月3日（月）　AM 10:30～PM ６:００（最終日はPM ５:００まで）

ベアーズ・ポー作品展
第24回 キルトサークル

毎回作品展に足を運んでくださるお客様、おしゃべり笑い声の
絶えない教室のみんなに感謝の気持ちで今年も開催いたします。

　教室に併設してショップを開店しています。
USAコットン・国産YUWA生地・先染め布を
始めパッチワーク用品を取り扱っています。
開店時間　10：30～16：00

（定休日　第1・3金・土、毎週日曜日）

生徒さん募集中
浜の町教室
長崎市銅座町6-16
いりえビルお花屋さん3F
TEL090-3014-8530

坂本  智恵子 作

市民会館

FM長崎 眼鏡橋

前田お茶

ファミリーマート 昭和堂ギャラリー
  好風

自費出版サロン
ゆるり
昭和堂長崎支店

めがね橋電停そば
ファミリーマートより
入って左側すぐ

長崎銀行

親和銀行

中央橋
交差点

めがね橋電停

市民会館
電停

浜町アーケード
電停

昭和堂ギャラリー
Showado Gallery KOFU

TEL.095-821-1240
FAX.095-823-8740
〒850-0875 長崎県長崎市栄町6-23 昭和堂ビル2F　

http://www.showado.co.jp
※駐車場がございませんので、付近の有料駐車場をご利用ください。
※展示会は都合により変更の場合もございますので事前にご確認のうえ、ご来場お願い申し上げます。

貸
ギャラリー
お申し込み
受付中

風景を描くグループ  第9回 友美会展
中村 秀世　霧のノイッシュバン シュタイン城

五
島
巡
礼
歩
き
旅●

1
、2
9
6
円

小
川
　
利
昭

小
川
利
昭

O
gaw

a To
shiaki

g

の社長
3000 を棟

手掛けた

記験体
家
づ
く
り
50
年
回
想
録

グ
ッ
ド
な
ホ
ー
ム
の

現
在

グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
株
式
会
社 

代
表

岡
建
築 

代
表

一
建
設 

代
表

ア
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
長
崎 

初
代
オ
ー
ナ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム
長
崎 

初
代
オ
ー
ナ
ー

ア
ッ
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ
長
崎 

代
表

岡

　修
一

地
方
創
生
の
成
功
法
則

●
1
、6
2
0
円

菊
森
　
淳
文

ー
地
域
振
興
に
お
け
る
効
果
的
な

　
人
口・観
光・物
産
振
興
政
策
の
あ
り
方
ー

菊森　淳文

地方創生の成功法則
―地域振興における効果的な
人口・観光・物産振興政策のあり方

Let's go back 
our hom

e
浦
則
子
　
追
悼
集

織田　毅 著

発
行
　
亀
山
社
中
ば
活
か
す
会

亀
山
社
中
資
料
展
示
場
の
み
の
販
売

長
崎
市
伊
良
林
二―

九―

二（
土・日
）

◆
お
申
込
先
　
〒
８
５
６―

０
８
０
７

大
村
市
宮
小
路
一
丁
目
四
七
三―

一

馬
場
　
幸
子

松
本
崇
前
大
村
市
長
と
過
ご
し
た
17
年
。

そ
の
思
い
出
の
記

発
行
　
編
集
室
水
平
緑

◆
問
合
せ
先

電
話
〇
九
五―

八
〇
七―

三
九
九
九

3
4
0
の
小
字

長
与
の
地
名

●
1
、2
9
6
円

久
原
　
巻
二

地
名
は
お
も
し
ろ
い
、奥
が
深
い

祝
、世
界
遺
産
登
録

◆
問
合
せ
先
　
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
　
電
話
〇
九
五―

八
二
〇―

四
八
六
五

◆
問
合
せ
先
　
グ
ッ
ド
ホ
ー
ム
　
電
話
〇
九
五―

八
四
七―

七
四
二
〇
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あなたの想いを本にしませんか
『ゆるり』とは、囲炉裏の意味。囲炉裏を囲むように、
皆さんで集まっていただける空間に・・・
との願いが込められています。
和の雰囲気を感じられる空間で、ゆっくりゆるりと、
本づくり談義に花を咲かせてみてはいかがですか。

眼鏡橋眼鏡橋めがね橋

中央橋
交差点

浜町アーケード浜町アーケード

●
●

長崎銀行●
　　●
市民会館

市民会館

ＦＭ長崎

ファミリーマート

●

めがね橋電停そば
ファミリーマートより
入って左側すぐ

ココ

自費出版サロン

TEL.095-828-1790
FAX.095-823-8740    
http://www.showado.co.jp
〒850-0875 
長崎市栄町6-23 
昭和堂ビル2F

ゆるり宛にハガキにて
お申込みください

自分史のススメ
5名の方へ
プレゼント！！

●スマホ、タブレットで読める。
●文字サイズを調整できる。
●音声読み上げもできる。

上のQRコードより無料アプリ「Catalog Pocket」を
インストールし、「ゆるり」で検索！！ 

情報誌「ゆるり」は
カタログポケット機能付き
カタログポケットとは？

※音声読み上げにはアプリのインストールが必要です。
　PCブラウザは音声読み上げには対応しておりません。

スマホで読める「ゆるり」　デジタルブック配信開始！

自費出版サロンゆるり　TEL：095‐828‐1790
「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ施設に無料で配布しています。

本 づくり応 援 マガジン
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介

vol.36
特
集

浜屋プレイガイド  095-811-1080   絃洋会楽器店  095-821-2326   くさの書店西友店  095-857-2560
長崎交響楽団事務局  095-820-1029  ｅ+（イープラス）

■チケットお取り扱い

お問い合わせ  長崎交響楽団事務局 TEL 095-820-1029 FAX 095-832-6570

第92回 定期演奏会

■主  催 ： 長崎交響楽団 ・ 長崎アカデミー男声合唱団
■後　　援 ： 長崎県  長崎市  長崎県教育委員会  長崎市教育委員会  長崎新聞社  西日本新聞社  朝日新聞社  毎日新聞社  読売新聞西部本社  
　　　　　　NHK長崎放送局  NBC長崎放送　KTNテレビ長崎  NCC長崎文化放送  NIB長崎国際テレビ  エフエム長崎　長崎ケーブルメディア  長崎県音楽連盟 （順不同）

12月9日
平成30年

長崎ブリックホール 大ホール

日
開場 14：00　開演 14：30

指定席 ： 2,500円  一般自由席 ： 2,000円  学生自由席（大学生以下）： 1,000円

ヴェルディ
 「運命の力」序曲

田中俊廣作詩／加藤 豊作曲
男声合唱とオーケストラのための

「海の記憶」
～海へつながる長崎の祈り～

合唱 長崎アカデミー男声合唱団

チャイコフスキー
 交響曲第４番

指揮  加藤　豊

入場料

■田川　憲　居留地の廃屋　1956年 木版・紙『風化の街』シリーズ／長崎県美術館

「
田
川

　
憲
」

長
崎
県
美
術
館

長
崎
の
美
術
６

●
「
写
真
集「
長
崎
」第
10
集
」

長
崎
市
写
真
団
体
合
同
展
実
行
委
員
会

●
俳
句
で
集
う
長
崎
の
名
所

「
長
崎
の
吟
行
地
」

山
田 

久

●
明
治
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
ま
で

「
新
聞
が
伝
え
た
諏
訪
神
事 

長
崎
く
ん
ち
」

土
肥
原
弘
久

●
世
界
遺
産

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

「
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
探
訪 

長
崎
の
教
会
群
」

長
崎
の
教
会
群
情
報
セ
ン
タ
ー

●
長
崎
市
公
会
堂
の
顛
末
と
そ
の
後

「
宝
箱
の
破
壊
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

長
崎
都
市
遺
産
研
究
会
・
編

●
悔
い
の
な
い
人
生
を
生
き
る

「
バ
イ
ク
で
38
度
線
へ
」
野
中 

豊

●
生
き
た
、愛
し
た
、そ
し
て
撮
っ
た

「
松
尾
弘 

遺
作
写
真
＆

　
　
　
　

 

」

●

m
em

orial

九
大
名
誉
教
授

　
太
田
一
也

今
こ
そ
明
か
さ
れ
る
噴
火
災
害
の
真
相

「
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
回
想
録
」

●

2018
年

秋
冬

  V
O

L.36
発

行
／

株
式

会
社

 昭
和

堂
  自

費
出

版
サ

ロ
ン

ゆ
る

り
　

〒
850-0875 長

崎
市

栄
町

6-23 昭
和

堂
ビ

ル
2F  TEL:095-828-1790  FAX:095-823-8740

【
本

づ
く

り
応

援
マ

ガ
ジ

ン
】

訓
を
得
る
材
料
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

メ
モ
し
て
い
た
こ
と
や
考
え
て
い
た

こ
と
を
取
り
ま
と
め
た
。
し
か
し
、

す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

く
、誤
解
も
多
々
あ
ろ
う
。し
た
が
っ

て
、
本
書
は
、
噴
火
中
の
私
の
体
験

に
偏
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
く
。

　
な
お
、
平
成
の
噴
火
を
語
る
時
、

九
州
大
学
島
原
火
山
観
測
所
設
立
の

元
祖
で
あ
る
松
下
久
道
九
大
名
誉
教

授
や
観
測
所
の
設
立
と
発
展
、
噴
火

中
の
整
備
強
化
に
ご
尽
力
頂
い
た
地

元
出
身
の
西
岡
武
夫
元
参
議
院
議
長

を
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
残

念
な
が
ら
２
人
と
も
故
人
と
な
ら
れ

た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
１
９

６
７
年
に
そ
れ
と
も
知
ら
ず
、
炭
鉱

マ
ン
か
ら
火
山
研
究
者
へ
と
人
生
行

路
を
変
更
し
、
島
原
に
赴
任
し
た
直

後
か
ら
マ
グ
マ
の
胎
動
が
始
ま
っ
て

い
た
。
噴
火
が
始
ま
る
と
西
岡
代
議

士
は
、
私
の
転
身
と
火
山
観
測
体
制

の
段
階
的
強
化
が
、
偶
然
に
も
噴
火

に
向
け
た
地
下
深
部
で
の

マ
グ
マ
の
胎
動
か
ら
噴
火

に
至
る
過
程
と
合
致
し
て

い
た
こ
と
を
、「
出
来
過
ぎ

た
人
生
ド
ラ
マ
だ
！
」
と

何
回
も
述
懐
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
敢

て
観
測
所
設
立
と
そ
の
後

の
発
展
の
経
緯
も
若
干
付

け
加
え
た
。

　
１
９
９
０
年
か
ら
１
９
９
５
年
に

か
け
て
の
雲
仙
火
山
普
賢
岳
の
平
成

噴
火
終
息
か
ら
、
早
や
23
年
余
が
過

ぎ
た
。
こ
の
噴
火
は
約
二
百
年
振
り

で
は
あ
っ
た
が
、
噴
火
の
長
期
化
と

溶
岩
噴
出
量
の
桁
違
い
の
多
さ
や
、

有
史
後
過
去
２
回
の
溶
岩
流
と
は

違
っ
た
溶
岩
ド
ー
ム
の
形
成
と
火
砕

流
の
頻
発
と
い
う
噴
火
様
式
か
ら
す

る
と
、
普
賢
岳
に
と
っ
て
は
、
ま
さ

に
四
千
年
振
り
の
大
噴
火
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
新
溶
岩
ド
ー
ム
は
、
平
成
新

山
と
命
名
さ
れ
、
赤
茶
け
た
岩
肌
を

さ
ら
し
真
新
し
い
噴
火
史
を
物
語
っ

て
い
る
。
そ
の
生
成
は
火
山
に
と
っ

て
は
、
ご
く
自
然
な
営
み
で
は
あ
っ

た
が
、
社
会
的
代
償
は
余
り
に
も
大

き
か
っ
た
。
活
火
山
の
麓
に
住
む
者

は
、
そ
の
営
み
を
良
く
知
り
、
共
生

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
噴
火
に
際
し
て
の
我
々
火

山
観
測
陣
の
使
命
は
、
火
山
現
象
を

可
能
な
限
り
克
明
に
記
録
し
、
火
山

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

社
会
的
に
は
人
的
被
害
の
軽
減
に
努

め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

行
政
機
関
の
危
機
管
理
に
進
言
や
助

言
を
行
っ
た
。
そ
の
記
録
と
教
訓
を

残
す
こ
と
も
、
当
事
者
の
務
め
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
公
的
な
記
録
誌
や
首
長

よ
る
手
記
が
残
さ
れ
て
は
い
る
が
、

立
場
上
の
制
約
か
ら〝
実
態
〞の
多
く

が
欠
落
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
已
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
権
威

あ
る
第
三
者
の
間
違
っ
た
発
言
や
記

述
が
度
重
な
り
、
既
成
事
実
化
さ
れ

て
行
く
現
実
を
み
る
と
、
当
事
者
の

一
人
と
し
て
放
置
す
る
に
忍
び
な
く

な
っ
て
来
た
。

　
そ
こ
で
厳
し
い
ご
批
判
を
覚
悟
の

う
え
で
、
自
分
が
体
験
し
た
実
態
や

裏
面
史
を
書
き
残
し
て
置
く
こ
と
に

し
た
。
後
世
の
人
々
に
と
っ
て
、
災

害
対
応
の
検
証
や
将
来
へ
の
真
の
教
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涯
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学
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冷
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普
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訓
を
得
る
材
料
に
な
る
こ
と
を
願
い
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メ
モ
し
て
い
た
こ
と
や
考
え
て
い
た

こ
と
を
取
り
ま
と
め
た
。
し
か
し
、

す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な

く
、誤
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も
多
々
あ
ろ
う
。し
た
が
っ

て
、
本
書
は
、
噴
火
中
の
私
の
体
験

に
偏
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断

り
し
て
お
く
。

　
な
お
、
平
成
の
噴
火
を
語
る
時
、

九
州
大
学
島
原
火
山
観
測
所
設
立
の

元
祖
で
あ
る
松
下
久
道
九
大
名
誉
教

授
や
観
測
所
の
設
立
と
発
展
、
噴
火

中
の
整
備
強
化
に
ご
尽
力
頂
い
た
地

元
出
身
の
西
岡
武
夫
元
参
議
院
議
長

を
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
残

念
な
が
ら
２
人
と
も
故
人
と
な
ら
れ

た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
１
９

６
７
年
に
そ
れ
と
も
知
ら
ず
、
炭
鉱

マ
ン
か
ら
火
山
研
究
者
へ
と
人
生
行

路
を
変
更
し
、
島
原
に
赴
任
し
た
直

後
か
ら
マ
グ
マ
の
胎
動
が
始
ま
っ
て

い
た
。
噴
火
が
始
ま
る
と
西
岡
代
議
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と
火
山
観
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階
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火
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か
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だ
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懐
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。
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。
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９
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●
「
写
真
集「
長
崎
」第
10
集
」

長
崎
市
写
真
団
体
合
同
展
実
行
委
員
会

●
俳
句
で
綴
る
長
崎
の
名
所

「
長
崎
の
吟
行
地
」

山
田 

久

●
明
治
二
十
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
ま
で

「
新
聞
が
伝
え
た
諏
訪
神
事 

長
崎
く
ん
ち
」

土
肥
原
弘
久

●
世
界
遺
産

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

「
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
探
訪 

長
崎
の
教
会
群
」

長
崎
の
教
会
群
情
報
セ
ン
タ
ー

●
長
崎
市
公
会
堂
の
顛
末
と
そ
の
後

「
宝
箱
の
破
壊
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

長
崎
都
市
遺
産
研
究
会
・
編

●
悔
い
の
な
い
人
生
を
生
き
る

「
バ
イ
ク
で
38
度
線
へ
」
野
中 

豊

●
生
き
た
、愛
し
た
、そ
し
て
撮
っ
た

「
松
尾
弘 

遺
作
写
真
＆
　
　
　
　 

」

●

m
em

orial

九
大
名
誉
教
授

　太
田
一
也

今
こ
そ
明
か
さ
れ
る
噴
火
災
害
の
真
相

「
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
回
想
録
」

●

2018
年

秋
冬

  V
O

L.36
発

行
／

株
式

会
社

 昭
和

堂
  自

費
出

版
サ

ロ
ン

ゆ
る

り
　

〒
850-0875 長

崎
市

栄
町

6-23 昭
和

堂
ビ

ル
2F  TEL:095-828-1790  FAX:095-823-8740

【
本

づ
く

り
応

援
マ

ガ
ジ

ン
】


